
 

 
 
 
 
 

 
１．商運海運（有）「なでしこ丸」の概要 
商運海運（有）は、グループの方針の一つに掲げ

る「環境に対する責任」の下、環境にやさしく経済

的な電気推進船（スーパーエコシップ：SES）とし
て、平成 19年 11月、749総トン白油タンカー「な
でしこ丸」を建造しました。 

用 途： 油タンカー（引火点６１℃以下） 
航 行 区 域： 沿海 
総 ト ン 数： ７４９トン 
Ｌｐｐ×Ｂ×Ｄ： ６９．９５ｍ×１１．５０ｍ×５．２５ｍ 
貨 物 容 積： 約２２００㎥ 
推進システム： 発電方式 ディーゼル発電機４１０ｋＷ×４式 

 制御方式 インバータ可変速制御×２式 
 推進方式 推進用電動機６００ｋＷ×２基 
  ラインシャフト二重反転プロペラ 

 
本船は、749総トンのダブルハル構造では実現が
難しいといわれていた 2000kLの貨物積載量を実
現した画期的な船です。同時に、約 20％の燃費改
善（CO2削減）、約 20％の硫黄酸化物（SOx）削減、
約 40％の窒素酸化物（NOx）削減を実現し、海洋
環境保全に配慮する荷主や運航会社などの要請に

応えつつ、経済性の高い船として活躍しています。 
 
２．「なでしこ丸」の特長 
（１）省エネと環境負荷の低減 
船型の改善、船尾バルブ、二重反転プロペラの採

      により推進効率を向上させることや、比較的小型 

の発電機エンジン複数台

を、最も効率の良い負荷状

態で使用すること（パワー

マネジメント）により、従

来の低速ディーゼルエン

ジン１基の船に比べて大

幅な CO2、SOx、NOxの
削減を実現しました。 
 
（２）海洋環境保全と航行安全性の向上 
 「なでしこ丸」は、SESの特長である、機
関室配置の自由度を最大限に生かすとともに、

荷役システムにディープウェルポンプを採用

し、荷役ポンプ室を省略する等の様々な工夫に

より、貨物積載量の確保という経済性とダブル

ハルによる海洋環境保全を同時に成立させる

ことができました。さらに、４台の発電機と２

台の推進用電動機を有し、冗長性のあるシステ

ム構成としているため、一部の機器に故障が生

じた場合でも運航が可能であり、船としての安

全性も向上させています。 

 
商運海運（有）は、今後も海運事業を通じて、

環境保全に対し積極的な活動を進めて参りま

す。 

受賞者 商運海運有限会社 

【近畿管内初のＳＥＳ，７４９総トン電気推進白油タンカー「なでしこ丸」の導入】 

主な受賞理由 ・近畿管内では初めての SES（スーパーエコシップ）の導入 
・同型の在来船と比較して、約 20％の省エネ効果を実現 
・ダブルハル構造により、衝突時の海洋環境保全に配慮 

二重反転プロペラなでしこ丸 

推進システムの概要 

 
二重反転プロペラ
２枚のプロペラを前後に配置したプロ
ペラで，それぞれ独立した軸とモータ
ーで駆動します。

軸
内軸と外軸に分かれた同芯２軸で構成
され，それぞれ逆方向に回転し，外軸
が前プロペラを，内軸が後ろプロペラ
を駆動させます。

電動モーター
前後のプロペラを２基のモーターで駆動
しているので，冗長性の高いシステムに
なっています。
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